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『部落問題研究』105輯（1990年５月）

鈴木良「近代日本の部落問題研究の方向｣

高岡裕之「日本ファシズムの都市下層一在日朝鮮人と釜ケ崎」

保坂裕輿「18世紀における虚無僧の身分形成」

宮田伊津美「岩国藩の雑賎民について」

横井敏郎「明治後期の都市と部落一京都市を事例として」

脇田修「近世被差別民の諸相」

布川弘「研究情報／今井清一Ｔ大都市市会議員三級連記選挙の比較研究｣」

藤田励夫「研究情報／川嶋将生「川崎村の成立をめぐって」、田良島哲「中世後期の

宿と散所｣」

『部落問題研究』106輯（1990年８月）

青木孝寿「長野県水平社と朝倉重吉」

池田敬正「書評／馬原鉄男『転換期の部落解放運動』」

今西一「｢解放令」と農民闘争一播但一僕の場合」

大熊哲雄「研究ノート／「弾左衛門支配」に関する研究ノート(1)の３(完)」､

黒川みどり・藤野豊「資料紹介／有馬頼寧日記」(9)1921年６月～1926年１月」

手島一雄「｢国民」軍の創出と「解放令｣」

布川弘「研究情報／富山一郎「労働の規律と「伝統的」なるもの｣」

藤井寿一「書評／芝英一『近世身分制と被差別の民』」

藤田励夫「研究情報／西木浩一「近世「賎民」身分の女性をめぐって｣」

『部落問題研究』107輯（1990年９月）

飯塚一幸「｢成果と課題」近・現代篇」

布川弘「研究情報／小泉洋「社会大衆党の国家社会主義的画一化と小市民｣」

藤田励夫「研究情報／椙山聖子「－摸警備についての一考察一上州絹一摸の場合｣」

前圭一「前近代賎民研究の成果と課題」

『部落問題研究』108輯（1990年11月）‘

宇佐美英機「幕末期町の金銀貸借」

黒川みどり・藤野豊「資料紹介／「有馬頼寧日記」（１０．完）1928年１月～３月」

小路田泰直「古都・美の空間の成立」

鈴木栄樹「資料紹介／新体制運動と全国水平社一「新居善太郎文書」より」

鈴木良「近代京都研究の課題一特集にあたって」

高木桂子「鴨川の洪水と京都復興計画」

布川弘「研究情報／北原糸子「幕末期の都市下層民一四谷鮫河橋谷町｣」

藤田励夫「研究情報／下坂守「中世非人の存在形態｣」

横井敏郎「明治・大正期における都市の拡大と部落行政の転換一京都市を事例として」

『部落問題研究』109輯（1991年１月）

池田孝雄「岡本彌と水平運動」

藤野豊「有馬頼寧と水平運動」

藤田励夫「研究情報／片岡智「近世における差別構造と村落_いわゆる「雑種賎民」

を素材として｣」

布川弘「研究情報／ひろたまさき「近代天皇制と差別｣」

『部落問題研究』110輯（1991年３月）

沼謙吉「部落解放運動の先覚」

天野卓郎「前田三遊と第一次大戦下の部落問題」

高淑和／中村福治訳「資料紹介／日帝下・衡平社の研究」

臼井寿光「資料紹介／続播磨国越部庄皮多道差留関係文書」

藤田励夫「研究情報／大村拓生「中世前期における路と京｣」

布川弘「研究情報／東條由紀彦「明治二○～三○年代の「労働力」の性格に関する

試論｣」

〈ミ＞

『水と村の歴史』６号（1990年12月）

斎藤洋一「五郎兵衛用水の掘貫を掘ったのは誰か」

（後詞本目録は、部落解放研究所の図書資料室が日常的に収集している文献を中心

に、執筆者から送っていただいた抜き刷りや各地の研究者からの資料提供等で補足しな

がら、歴史・理論部門事務局で作成した。全体を分野別に、また雑誌論文を執筆者順に

配列していないので、検索には不便なことと思う。さらに前回同様、『部落』『部落解

放』『解放教育』等の論文を捨象したほか、力量不足から重要な文献が抜けているので

はないかとも思う。しかし逆にあまり目に触れることのない貴重な文献をいくつか掲載

することもできたので、読者の一助となれば幸いである。
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『部落解放研究』７６号（1990年10月）

秋定嘉和「水平社・融和運動における「転向」について」

藤野豊「戦時下水平運動の研究をめぐる問題点」

木田豊「中世との連続・非連続の問題をめぐって」

松下志朗「中世との連続・非連続の問題をめぐって」

『部落解放研究』７７号（1990年12月）

小林丈広「近代社会と部落問題をめぐる研究状況一『部落解放史』中巻の発刊に寄せ
て」

『部落解放研究』７８号（1991年２月）

臼井寿光「史料紹介／戦時統制下の和膠業(1)和膠の沿革と技術的概要」

田井安曇「書評／人の叫びの至上なるもの－松木淳詩歌集『荊の座』を読む」

『部落解放ひろしま』１１号（1990年３月）

門田秀夫「連続解放講座11-水平社の創立と部落解放運動(7)」

佐藤一夫「神辺地域における被差別部落の成立について」

『部落解放ひろしま』１２号（1990年９月）

三浦昇一「戦後広島県部落解放運動史一戦後の解放運動とともに草稿３」

『部落問題一調査と研究』８５号（1990年４月）

井口文男「｢神権」天皇制から「象徴」天皇制へ(、」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(1)」

岡あきら「荊冠旗第七部「逆流」第八章」

『部落問題一調査と研究』８６号（1990年６月）

上田誠吉「集会条例から政党法まで－治安維持法を中心に」

井口文男「｢神権」天皇制から「象徴」天皇制へ(下)」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(2)」

岡あきら「荊冠旗第七部「逆流」第九章」

『部落問題一調査と研究』８７号（1990年８月）

岩間一雄「大嘗祭の思想史的意味(上)」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(3)」

大森久雄「資料紹介／岡山県・民主教育関係資料(4)」

岡あきら「荊冠旗第七部「逆流」第十章」.、

『部落問題一調査と研究』８８号（1990年10月）

岩間一雄「大賞祭の思想史的意味(、」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(4)」

岡あきら「荊冠旗第八部「分裂」第一章」

『部落問題一調査と研究』８９号（1990年12月）

曾田康載・菅木一成・野崎かほる「共同研究／丹生谷哲一；
討(上)」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(5)」

『部落解放史・ふくおか』５８号（1990年６月）

阿蘓龍生「『明治維新と賎民廃止令』を読んで」

川向秀武「史実と教材化の「はざま」一石瀧論文を読んで感じたこと」

川向秀武「戦後福岡県部落問題・解放運動関係資料(1)」

古文書学習会「近世民衆史の泉(5)」

谷口研二「民話にみる他者認識の分析一民俗社会の民話と被差別部落の民話の比較考
察(2)」

松下志朗「南九州における部落差別の重層性」

渡辺俊雄「占領期の部落問題」

『部落解放史・ふくおか』５９号（1990年９月）

特集：福岡の識字運動

谷口研二「民話にみる他者認識の分析一民俗社会の民話と被差別部落の民話の比較考
察(完)」

金山登郎「史料紹介／戦後福岡県農民運動関係史料（友納喜敏氏１日蔵史料)」

古文書学習会「近世民衆史の泉(6)」

『部落解放史・ふくおか』６０号（1990年12月）

のびしょうじ「柴藤革座の鳥廠構造(上)」

吉川陸太郎「内野のなめしと皮製品」

金山登郎「史料紹介／戦後福岡県農民運動史料（友納喜敏氏１日蔵史料）(2)」

古文書学習会「近世民衆史の泉(7)」

『部落解放史・ふくおか』６１号（1991年３月）

乾武俊「二つの「盆踊り」をめぐって－「泊」と「竹原」の伝承文化」

西村豊行「部落差別と表現一演劇活動を中心として」

川向秀武「戦後福岡県部落問題・解放運動関係資料(2)」

古文書学習会「近世民衆史の泉(8)」

｢共同研究／丹生谷哲一箸『検非運便』の批判的検

佐田昌弘「書評／坂本忠次『大正デモクラシー期の経済社会運動一岡山県地域を中心
に』」

大森久雄「資料紹介／岡山県・民主教育関係資料(5)」

岡あきら「荊冠旗第八部「分裂」第二章」

『部落問題一調査と研究』９０号（1991年２月）

曾田康載・菅木一成・野崎かほる「共同研究／丹生谷哲一箸『検非違使』の批判的検
討(下)」

前田秀明「下内田地区の歴史と現状(6)」

岡あきら「荊冠旗第八部「分裂」第三章」
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〈チ＞

『人権啓発千葉』３号（1990年６月）

足部智平「近世被差別部落の成立とその起源に関する－考察」

鎌田行平「近現代史と部落解放運動」

くげ

『東京部落解放研究』６８号（1990年３月）

特集：上州小頭三郎右衛門文書(3)

『東京部落解放研究』６９号（1990年６月）

松本めぐみ「報告／むらの語り伝えから－福岡県筑紫地区の伝承と掘り起し」

早瀬二朗「連載漫画／弾左衛門風雲録(7)」

『東京部落解放研究』７０．７１号（1991年１月）へ

松浦利貞「『上州小頭三郎右衛門文書』と近世・東日本の部落の歴史像」

〈座談会＞「『三郎右衛門文書』と部落史研究」

斎藤洋一「砥石の生産・販売と被差別甑落」

門馬幸夫「誰でもの祭り・被差別部落の夜明し念仏」

早瀬二朗「連載漫画／弾左衛門風雲録(8)」

太田恭治「書評／石田浬源・加藤明『竹細工」に生きる』」

今井ひろ子「書評／『皮革産業沿革史(~、』」

『ひょうご部落解放』４０号（1990年９月）

安達五男「兵庫県下部落史関係史料の紹介(4)御触書・諸願書関係文書一播磨国神西郡
Ｎ村鵜野家史料(5)」・

高木伸夫「兵庫県水平運動史関係年表(草稿)６」

中尾健次「書評／『尼崎部落解放史史料編１』」
『ひょうご部落解放』41号（1990年12月）

高木伸夫「兵庫県水平運動の活動」

寺木伸明「地域の部落史に学ぶ」へ

安達五男「明治期における氏子加入と氏神社の創建について」

永瀬康博「中世末期の皮作と御具足方」

稲垣有一「書評／寺木伸明『被差別部落起源論序説』」

『ひょうご部落解放』４２号（1991年３月）

北口学「部落史の映像資料研究(上)」

安達五男「兵庫県下部落史関係史料の紹介(5)本村支配に反対・村役人不正一件・売掛
金、預ケ荷物出入一件関係文書一播磨国神西郡Ｎ村鵜野家史料(6)」

高木伸夫「兵庫県水平運動史関係年表(草稿)７」『同和問題研究』３号（滋賀県同和問題研究所、1991年３月）

平井清隆「部落の学校」

谷口勝巳「近江国における蕊牛馬の処理と皮場」

藤田恒春「明治二一年「１日稔多村の情景調査」に就いて」

中尾俊博「浄土真宗の業思想」

谷口勝巳「史料紹介／西尾家文書」

〈ナ＞・

『ながさき部落解放研究』２１号（1990年10月）

山下信哉「研究ノート／部落史学習を進めるために」

姫野順一「卑賎観と身分（幕末開港時代）－外国資料にみる被差別部落経済社会思想

史の観点から」

若木太一「史料紹介／被差別部落史資料雑纂(4)」h

前川雅夫「書評／『赤き黄土－地平からの告発・来民開拓団』を読んで」

『ながさき部落解放研究』２２号（1991年３月）

上杉聰「研究ノート／日本における「キリスト教＝邪宗」観の変遷」

〈上＞

『ひょうご部落解放』３９号（1990年６月）

小島達雄「被差別部落の歴史的呼称の問題一「特種部落」「特殊部落」の呼称をめぐ

って」

西田英二「聞き書き／丹波の被差別部落(上)」

明山修「書評／上杉聰『明治維新と賎民廃止令』」

『ひらく』５号（1990年５月）

藤里晃「｢解放令」、「解放令」反対一摸をどう教えるか」

くう＞

『部落解放研究』７３号（1990年４月）

カート・スタイナー「聞き取り／占領期の人権保障と部落問題」

『部落解放研究』７４号（1990年６月）

秋定嘉和「研究ノート／戦前の部落史研究と柳田民俗学の周辺」

『部落解放研究』７５号（1990年８月）

石瀧豊美「書評／上杉聰『明治維新と賎民廃止令』」

伊地知紀子「資料紹介／日本のマイノリテイー」

乾武俊「被差別部落伝承文化論序説(3)」

岡本次男「本の紹介／『向野食肉産業百年史』抄」

黒川みどり「水平運動・融和運動史研究の動向」

竹前栄治「｢占領とマイノリテイー」研究の動向と課題」

中尾健次「近世大阪と部落史一研究の現状と課題(下)」
南川久子「中世人の世界観をめぐる最近の研究動向一穂れ意識と境界の問題を中心

に」

好並隆司「解放令・反対一摸研究の現状と課題」
歴史理論部門事務局「部落史関係文献目録（1988年１月～1990年３月)」
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藤本情二郎「ふんすい／和歌の浦、歴史的景観、そして「部落｣」
鈴木正幸「書評／峯岸寶太郎『近代に残った習俗的差別』」

146 

『こぺる』159号（1991年３月）

灘本昌久「近代に生きる人々・人力車夫」

〈サ＞

『佐賀部落解放研究所紀要一部落史研究』７号（1990年３月）

太田心海「旋陀羅考一「カースト社会の研究」序説」

丹野眞智俊「暗闇と曙光一薄墨色の中で」

中村久子「資料／多久家『御屋形日記』から」

『佐賀部落解放研究所紀要一部落史研究』８号（1991年３月）

太田心海「改宗雛壇と差別法名」

右瀧豊美「解放令と筑前竹槍一侯」

古賀新二「対馬藩田代領における奴刑について」

中村久子「資料／多久家『御屋形日記』から」

『研究報告』第３集（奈良県大学同和教育協議会、1990年12月）
井上秀雄「古代における国際的な差別について」

牧英正「江戸幕府による差別の制度化」
〈．〉

『こぺる』148号（1990年４月）

横井清「誕生から葬送へ(上)」

中村水名子「近代に生きる人々・ほうき作り」

『こぺる』149号（1990年５月）

横井清「誕生から葬送へ(下)」

師岡佑行「清水紫琴「移民学園」について」

土方鉄「近代に生きる人々・漫才」

『こぺる』150号（1990年６月）

山本尚友「宿・鉢叩村を部落史にどう位置づけるか(上)」
『こべろ』151号（1990年７月）

山本尚友「宿・鉢叩村を部落史にどう位置づけるか(下)」

師岡佑行「『批の闇』あれはなんだったのだろうか」

川嶋将生「『翁の座』芸能の担い手を照射する」

亀岡哲也「『近江の被差別部落史』滋賀県における部落史研究の動向」
『こべろ』152号（1990年８月）

灘本昌久「近代に生きる人々・靴直し」

『こぺる』153号（1990年９月）

灘本昌久「近代に生きる人々・毛モス買い」

『こぺろ』154号（1990年10月）

師岡佑行「外骨と部落(上)」

『こべろ』155号（1990年11月）

師岡佑行「外骨と部落(下)」

『こぺる』156号（1990年12月）

網野善彦「日本中世における聖別と賤視の諸相(上)」
中村水名子「近代に生きる人々・法界屋」

比べる』157号（1991年１月）

網野善彦「日本中世における聖別と賤視の諸相(下)」
『こぺる』158号（1991年２月）

藤田敬一「照射しあう「私」と現代と中世文化一膳＃漕薯『半ボス月１

『差別とたたかう文化』２１号（1990年11月）

藤野豊「天皇制の思想と部落問題」

辛基秀「1945年秋天皇制と朝鮮人」

辻本正敦「天皇（制）と部落差別一洞部落強制移転によせて」

芦田千恵美「乾武俊『伝承文化と同和教育』評」

『差別とたたかう文化』第２期創刊号（1991年３月）

割右忠典「書評／「竹細工に生きる」を読んで」

〈シ＞

『信州農村開発史研究所所報』３１号（1990年１月）

中村拡三「研究所設立一○周年」

斎藤洋一「庄屋さんとお正月」

井出宗一郎「部落史の掘り起こしを」

町田善一郎「歴史の行間を読む」

村上昌克「未来に生かす責任」

『信州農村開発史研究所所報』３２号（1990年４月）

斎藤洋一「高野町の被差別部落」

渡辺正喜「『証言・信州の被差別部落』の教材化」

碓氷文良「『石仏一石が語る民衆の歴史』を読んで」

『信州農村開発史研究所所報』３３号（1990年７月）

高野昭之助「石が語る民衆の歴史」

－「浅科村に伝わる話」

『信州農村開発史研究所所報』３４号（1990年10月）

斎藤洋一「甲州で捕らえられた越後「無宿」仁作」

『信州農村開発史研究所所報』３５号（1991年１月）

斎藤洋一「平原村の「長吏」は「旦那寺」がなかった」

勝山敬一’照射しあう「私」と現代と中世文化_横井清箸『光あるうちに』を読む」
山本尚友「部落につくられた牢屋」

小林丈広「近代に生きる人々・くつ」
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小笠原正仁「ある被差別部落の宮入り－件」

小田康徳「書評／『和歌山県史一近現代』」

ふじいとしかず「研究ノート／地域史研究における賎民論の構築一芝英一箸『近世身

『関西大学人権問題研究室紀要』２１号（1990年10月）

趙博「GHQ／SCAPRecordsについて(1)」

梁永厚「近世朝鮮の身分制度と差別法(中)」

『関西大学人権問題研究室紀要』２２号（1991年３月）

季英和「在日朝鮮人差別と法的処遇問題一退去強制と政治活動禁止を中心にして」
〈キ＞

『季刊リパテイー』２号（1990年７月）

小松和彦「鬼の太鼓一竜神・翁・鬼のイメージを探る」

藤里晃「人権学習ビデオ「日本の歴史と部落問題」第１巻を見て」
『季刊リバテイー』３号（1990号12月）

宮崎芳彦「西光万吉再発見一調査、再評価、とりくみを待つ生涯の部分について」
脇田修「部落の起源をめぐって」

分制と被差別の民一田辺領の場合』によせて」

(3)部落問題関係逐次刊行物

〈オ＞

『おおいた部落解放史』９号（1990年７月）

原口頴雄「継続は力なり一策８回九州地区部落解放史研究交流会を終えて」

松下志朗「まとめと課題前近代史」

川向秀武「まとめと課題近現代史」

編集委員会「大分における部落史研究の歩み」

岡光隆史「研究ノート／中津浄福寺について」

編集委員会「史料／笹野音吉『社会の抑圧』」

『おおいた部落解放史』１０号（1991年３月）

芦刈政治「被差別民衆と神社信仰」

豊田寛三「府内浜ノ市と被差別民衆」

段上達雄「宇佐神宮の放生会と被差別民衆」

小玉洋美「祭りを支えた部落の技術一太鼓の張り替えを中心に」

編集委員会「史料紹介／猪原知重「明治新民感憤録｣」

〈力＞

『解放研究』４号（1990年11月）

佐藤泰治「越後の身分制度と渡守(上)」

大熊哲雄「長吏と市の関わりについて」

『京都部落史研究所紀要』１０号（1990年12月）

金光哲「｢異民族起源説」における「神功皇后的朝鮮観」の検討」

下坂守「晴明塚考一五条河原・清水坂に生きた人々の信仰」

白石正明「史料紹介『大正十五年中二於ケル水平運動ノ状況』」
〈ケ＞

『けいはっ』（1989年４月）

辻村正教「｢けがれ」意識を考える」

『月刊部落問題』161号（1990年４月）

脇田修「河原巻物老５／皮革業の由緒」

曽地公夫「皮革あれこれ84／先駆者・今井謙吉の語りから(2)」

『月刊部落問題』162号（1990年５月）

脇田修「河原巻物老６／歴史よりの主張」

『月刊部落問題』163号（1990年６月）

細川涼一「中世史の旅／仏日房寂入と増福寺寂心一叡尊の清水坂における非人施行の
周辺」

『月刊部落問題』165号（1990年８月）

松尾寿「私の歴史手帖から１／流人源次郎のこと」

『月刊部落問題』166号（1990年９月）

松尾寿「私の歴史手帖から２／流人新蔵のこと」

『月刊部落問題』167号（1990年10月）

松尾寿「私の歴史手帖から３／流人松之助のこと」

『月刊部落問題』168号（1990年11月）

松尾寿「私の歴史手帖から４／近世における補完的農業労働力としての稔多身分」
『月刊部落問題』169号（1990年12月）

『解放新聞』1459,1460号（1990年２月）

藤野豊「松本治一郎の闘い」

『解放新聞』～1462号（～1990年３月）

うえすぎさとし「襲われた部落(終)」

『解放新聞』1474,Ｗ8,1483号（1990年６～８月）

上杉聰「天皇制と部落差別」(1)～(3)

『解放新聞』1496号（1990年11月）

寺木伸明「近世政治起源説否定論への疑問一上杉聰さんの「天皇制と

討」

『解放新聞』1508,1512号（1991年１～２月）

北口学「融和映画にみる部落史」

部落差別」の検
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『鳥取民俗学会報』１０号（1989年12月）

遠藤二郎「差別等をたずねて」

〈ナ＞

『名古屋学院大学論集』社会科学篇、２６巻３号（1990年１月）

小林茂「日本における人権問題と身分制」

〈二＞

『日本史研究』335号（1990年７月）

手島一郎「部会ニュース／士族解体と『解放令』」

『日本史研究』336号（1990年８月）

荒敬「占領下の治安対策と「非常事態」一神戸朝鮮人教育擁護闘争を事例に」

村田修三「新刊紹介／部落問題研究所『部落史史料選集』第１巻・古代中世編」

『日本史研究』337号（1990年９月）

横井清「書評／林屋辰三郎『日本史講義』第１～３巻」

『日本史研究』338号（1990年10月）

小林丈広「書評／安保則夫『ミナト神戸コレラ・ペスト・スラムー社会的差別形成

史の研究』

高橋啓「研究ノート／「あるき」者」

『日本史研究』340号～341号（1990年12月～91年１月）

脇田晴子｢戦国期における天皇権威の浮上」（上)(下）

『日本史研究』341号（1991年１月）

脇田修「新刊紹介／京都部落史研究所編『京都の部落史１０年表・索引』」

『日本史研究』343号（1991年３月）

阿部泰郎「書評／細川涼一『女の中世－小野小町・巴・その他』」

西山良平「部会報告／〈王期都市＞の動物誌」

『日本歴史』503号（1990年４月）

澤博勝「西大寺流の組織化と勢力拡大一叡尊の諸活動の再検討を中心に」

『日本歴史』508号（1990年９月）

椙山聖子「書評と紹介／峯岸賢太郎『近世身分論』」

〈上＞

『弘前大学国史研究』８７号（1989年10月）

荒木陽一郎「蝦夷の呼称・表記をめぐる諸問題一（第１回）研究史と課題」

〈ホ＞

『法学研究』６２巻３号（1989年３月）

笠原英彦「平安朝検非運便小考」

〈マ＞

『侍兼山論叢』〈史学篇＞23号（1989年12月）

脇田修「河原巻物の世界一八幡重来授与記」

＜ミ〉
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『御影史学論集』１５号（1990年10月）

酒向伸行「説経節系山椒太夫伝説の成立一厨子王伝承と物語の舞台をめぐって」

『みずくらいど』１１号（1990年９月）

川鍋幸三郎「福生屠殺場とハムエ場」

『民衆史研究』３９号（1990年５月）

椙山聖子「一侯警備についての－考察一上州絹一摸の場合」

藤野豊「日本ファシズム成立期におけるハンセン病患者の解放闘争」

『民衆史研究』４０号（1990年11月）

黒川みどり「三重県近代部落史年表(6)」

『民俗芸能研究』１０（1989年11月）

山路興造「研究動向／最近の各地の民俗芸能研究書」

武井正弘「書評／『中世の民衆と芸能』『近世の民衆と芸能』」

くり＞

『龍谷史壇』93.94号（1989年３月）

左右田昌幸「近世「部落寺院制」をめぐって－播磨国亀山源正寺を中心に」

〈し＞

『歴史学研究』NQ606（1990年５月）

近世史部会「近世社会における差別と権威」

『歴史学研究』No.608（1990年７月）

藤野豊「書評／部落問題研究所編『近代日本の社会史的分析』」

『歴史と神可157号（1989年12月）

安達五男「江戸時代におけるＮ村にたいする入会権否認の具体的状況一播磨国神崎郡

の鵜野家入会関係文書を中心に」

『歴史評論』482号（1990年６月）

徳永高志「書評／部落問題研究所編『近代日本の社会史的分析』」

『歴史評論』483号（1990年７月）

細川涼一「唐招提寺釈迦如来像胎内文書と女性・虫・非人」

『歴史評論』485号（1990年９月）

原昭午「書評／峯岸賢太郎『近世身分論』」

『歴史評論』486号（1990年10月）

高木博志「天皇をめぐる「賎」「穂」の変容一維新変革における陰陽師・芸能賎民・

夙の諸相」

『歴史評論』488号（1990年12月）

宮崎克則「近世初期の「走り者」と村落状況一豊前細川領を事例として」

『歴史評論』491号（1991年３月）

星玲子「北海道における娼妓解放令一函館地方を中心として」

〈の

『和歌山地方史研究』２０号（1991年２月）

…
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斎藤勇「東海地方における被差別部落民の運動」

〈エ＞

『延喜式研究』２号（1989年７月）

三橋正「｢延喜式」穣規定と積意識」

〈オ＞

『大阪の歴史』３１号（1990年12月）

小林茂「尿尿問題の民俗覚書」

田中豊「書評と紹介／岡本良一史論集編集委員会『大阪の世相』」

『大宮市立博物館研究紀要』２号（1990年３月）

古田勉「幕藩体制の成立と近世賎民制度一社会的賤視から制度的差別へ」

『大宮の教育史調査報告書』４号（1989年３月）

－「文書・絵馬・石造物に見る近世大宮の生活・文化・教育」

『大宮の教育史調査報告書』５号（1990年３月）

吉田勉「村にやってきた近代教育(上)－村の原理と近代国家の相剋」

〈キ＞

『京都市歴史資料館紀要』７号（1990年３月）

小林丈広「京都における「公衆衛生」の行方一莫都千百年紀念祭・内国勧業博覧会を

．めぐって」

山路興造「野田村の成立と展開一京都市伏見区竹田の被差別部落」

『キリスト教社会問題研究』３９号（1991年３月）

秋定嘉和「1934年前後の廃娼運動」

〈ク＞

『沓谷だより』３号（1990年11月）

竹内康人「静岡のアナキズム（1920～30年代）－史料・文献紹介」

『群馬文化』223号（1990年７月）

北爪萱「村田村検地帳に見る被差別部落の実像」

『群馬文化』224号（1990年10月）

池田秀一「上州館林長吏半左衛門の由緒書をめぐって」

〈ケ＞

『芸能史研究』110号（1990年７月）

下坂守「中世非人の存在形態一清水坂「長棟堂」老」

〈．〉

『広報とよなか』485号（1990年９月）

豊中市自治振興室「｢グラうとよなか25号」古地図差別地名掲載問題について」

『広報とよなか』489号（1991年１月）

渡辺俊雄「人権の視点から－歴史的資料の見方・使い方」

『古代日本海文化』１３号（1988年９月）

福本正夫「古代日本の賎民制(4)」

『駒沢大学史学論集』４７号（1989年３月）

原田信一「近世に於ける人口制限の実体と民衆の児童観」
〈シ＞

『史苑』４９巻１号（1989年４月），

辻まゆみ「近世村落と「帳外｣」

『史学研究』189号（1990年７月）

片岡智「近世における差別構造と村落―いわゆる「雑種賎民」を素材として」
『静岡県近代史研究会会報』132号（1989年９月）

小林丈広「浜名郡吉野村のこと」

『思想』ＭＯ１（1991年３月）

大塚和義「書評／上村英明『北の海の交易者たち』」

『史潮』新26号（1989年11月）

北原糸子「幕末期の都市下層民一四谷鮫河橋谷町」

『信濃』４２巻４号（1990年４月）

大橋昌人「殺生禁断の展開とケガレー近世の信濃を中心に」

『信濃』４２巻12号（1990年12月）

西木浩一「幕末期野州の「穣多家作一件」－史料紹介と論点の提示」
『信濃』４３巻２号（1991年２月）

斎藤洋一「中山道小田井宿旅龍屋「無宿」捕り物一件一近世被差別民の役割の一端」
『所報おおさか』１８号（1990年10月）

赤塚康雄「続『破戒』のモデル大江磯吉と大阪」

『白百合児童文化』２号（1990年11月）

宮崎芳彦「遠くからの叫び声一永遠の少年山田孝野次郎、少年少女水平社のこと」
『神道学』139号～141号（1988年11月～1989年５月）

小堀邦夫「触穣制度史稿」(1)～(3)

〈チ＞

『地域史研究』２０巻１号（1990年９月）

草山巌「村落警察吏非人番について(2)~大坂四ケ所と摂・播両国村方の緊張関係を
軸として」

『ちくま』239号（1991年２月）

永池健二「柳田國男と被差別部落史研究」

『千葉史学』１４号（1989年５月）

安部康弘「中世社会における亀髪切り蔓をめぐって－可視的身分標識論によせて」
『地方史研究』219号（1989年６月）

西木浩一「近世関東における「長吏」の寺檀関係」

『青鶴』３号（1990年７月）

金英達「在日朝鮮人に関するアメリカ占領軍の資料について」
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富山一郎『近代日本社会と「沖縄人｣』（日本経済評論社、1990年12月）

〈ナ＞

中尾健次「近世部落史と外骨」（『宮武外骨著作集』第３巻く月報６＞河出書房新社、

1988年８月）

生瀬克己「日本の歴史のなかの障害者」（『障害者問題入門』解放出版社、1991年３月）

〈二＞

丹生谷哲一「中世公武政権と河原者の位相」（色川大吉ほか編『天皇制』1990年11月）

日本史研究会・京都民科歴史部会編『天皇制を問う』（人文書院、1990年９月）

〈ヌ＞

「ぬくもりⅢ」編集委員会編『ぬくもりⅢ』（福岡市同和教育研究会、1990年11月）

〈ハ＞

畑中敏之『近世村落社会の身分構造』（部落問題研究所、1990年６月）

〈上＞

平井清隆『湖国部落夜話』（滋賀県同和問題研究所、1991年４月）

ひろたまさき「近代天皇制と差別」（日本史研究会ほか編『天皇制を問う』1990年９月）

くう＞

福岡部落史研究会『松原革会所文書』第１巻く部落解放史史料叢書５〉（1991年３月）

福田雅子．柏瀬武編『部落史をどう教えるか』（日本放送出版協会、1990年４月）

福本正夫『激動の中で（覚え書ふうに）－－被差別部落民の戦前・戦中・戦後』戦前篇

（本音を語る会、1989年５月）

福本正夫『激動の中で（覚え書ふうに）－－被差別部落民の戦前・戦中・戦後』戦中篇

（本音を語る会、1989年８月）

福本正夫『激動の中で（覚え書ふうに）－－被差別部落民の戦前・戦中・戦後』戦後篤

く第１部〉（編者、1991年２月）

ふじたあさや『しのだづま考』（編集工房ノア、1990年３月）

藤野豊「解題／雑誌『更生』と部落経済更生運動」（『更生一解題・総目次・索引』不

二出版、1988年４月）

部落解放大阪府企業連合会編『村をささえた仕事一部落解放大阪府企業連合会創立20周

年記念誌』（1988年８月）

部落解放研究所編『新版宗教と部落問題』（解放出版社、1990年10月）

・部落解放研究所編『部落差別事件年表（戦前編）1871-1945年』（1990年10月）

部落解放研究所編『資料占領期の部落問題』（1991年３月）

部落解放研究所編『｢大阪の部落史」調査研究事業報告書』（1991年３月）

部落解放泉南・紀北民衆史研究会編『未来を見通す理論と展望を』（1989年２月）

部落解放同盟熊本県連鹿本支部ほか編『たたかいの祭り若き力に託す来民開拓団の

心』（1990年12月）

部落問題に取り組むキリスト教連帯会議編『部落差別と天皇制一解放をめざして』

（1990年11月）

<ホ＞

木田豊『白山神社と被差別部落』（明石書店、1989年１月）

〈マ＞

松井久吉『部落史の精神一たたかいの渦中から問う』（解放出版社、1990年７月）〆

松下志朗「福岡部落史研究の一端について」（『角川日本地名大辞典』〈月報38＞角)11書

店、1988年２月）

松根鷹『差別戒名とは』（解放出版社、1990年10月）

〈ミ＞

峯岸賢太郎『近代に残った習俗的差別』（兵庫部落問題研究所、1990年11月）

宮崎章「敗戦」（歴史学研究会編『日本同時代史(1)敗戦と占領』青木書店、1990年９

月）

〈モ＞

森田益子.もろさわようこ『人間に光あれ』（径書房、1991年１月）

師岡佑行「神武天皇陵の決定と部落」（色川大吉ほか編『天皇制』1990年11月）

〈ヤ＞

矢田同和教育推進協議会歴史伝承部会編『この腕一本一生けんめい－聞き取り(1)矢田

部落の仕事』（1990年11月）

矢田同和教育推進協議会歴史伝承部会編『矢田がふるさと－聞き取り(2)矢田部落の年中

行事』（1990年11月）

矢野笹雄遺稿集編集委員会編『文学に生き革命に生きて－矢野笹雄の遺稿と回想』

（1990年10月）

山口圭『分裂の前夜戦後部落解放運動覚書』（部落問題研究所、1990年11月）

〈ユ＞

尹健次『孤絶の歴史意識一日本国家と日本人』（岩波書店、1990年８月）

〈ヨ＞

横井清『光あるうちに－中世文化と部落問題を追って』（呵件社、1990年12月）

横田耕一『憲法と天皇制』（岩波書店、1990年７月）

吉野孝雄「宮武外骨と部落問題[上]」（『宮武外骨著作集』第７巻く月報７＞河出書房新

社、1990年６月）

米村竜治『殉教と民衆一隠れ念仏考』（同朋舎出版、1989年10月）

〈の

和田華「ケガレ覚え書き」（京都教育大学編『人権問題の教育に関する研究Ⅲ』１９９１

年３月）

(2)逐次刊行物

くア＞

『愛知大総合郷土研究所紀要』３５号（1991年３月）
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<オ＞

大阪人権歴史資料館編『近世身分制と部落の成立』（1990年11月）

大阪人権歴史資料館編『祝開館５周年リパテイおおさか』（1990年12月）

大阪同和問題企業連絡会『古文書は知っていた－五郎兵衛用水と民衆』（1991年２月）

大阪府立佐野工業高等学校定時制職員会議編『｢部落」幻想を撃つ－反差別の現在から

始源への出立』（1989年２月）

岡倉登志『｢野蛮」の発見一西洋近代のみたアフリカ』（講談社、1990年12月）

岡本良一『大坂の世相』〈岡本良一史論集下巻＞鰭文堂、1989年９月）

沖浦和光『被差別民の担った文化と技術一部落史を見直す』（鳥取県部落解放研究所、

1988年３月）

沖浦和光『天皇の国・賎民の国一両極のタブー』（弘文社、1990年９月）

沖浦和光編『水平－人の世に熱あれ』〈思想の海へ[解放と変革.18〉（社会評論社、１９９１

年２月）

小野田市・小野田市教育委員会編『心の響一同和問題の解決に尽くした先覚者・姫井伊

介ものがたり』（1991年３月）

アノレフレツド・オプラー『日本占領と法制改革』（日本評論社、1990年10月）

〈力＞

学童疎開展実行委員会編『戦争を生きのびた子どもたち』（1990年９月）

樫井部落の歴史教材検討委員会編『樫井部落の歴史』（泉佐野市立長南中学校、1990年

１０月）

川向秀武「｢部落改善」への疑問と外骨の姿勢」（『宮武外骨著作集』第６巻く月報５＞

河出書房新社、1988年２月）

〈キ＞

岸キヌエ『みやらけの子守り唄一岸キヌエの生きてきた道』（1991年３月）

紀田順一郎『東京の下層社会一明治から終戦まで』（新潮社、1990年５月）

衣笠安喜『近世日本の儒教と文化』（恩文閣出版、1990年12月）

木下道雄『側近日記』（文芸春秋、1990年６月）

金静美『事実を明らかにし怒りをとき放つ－アジア民衆史のために』（1991年２月）

京都教育大学編『人権問題の教育に関する研究Ⅲ』（1991年３月）

京都市編『史料京都の歴史第１巻概説』（平凡社、1991年３月）

郷土史編集委員会編『熊本市春竹地区の生活と文化』（熊本市教育委員会、1990年３月）

〈ク＞

栗林輝夫『荊冠の神学一被差別部落解放とキリスト教』（新教出版社、1991年３月）

黒川みどり「解説／『愛国新聞』」（『水平運動・部落史研究資料４－愛国新聞』不二出

版、1990年10月）

群馬部落研東毛地区近世史学習会編『『下野国太郎兵衛文書』にみる長吏・非人の社会

と生活』（1990年３月）

〈．〉

小島瑛槽編『人．他界・馬一馬をめぐる民俗自然誌』（東京美術、1991年１月）

古関彰一『新憲法の誕生』（中央公論社、1989年５月）

「これが私のふるさとです」編集委員会編『これが私のふるさとです』（八幡地域総合

センター、1991年３月）

故和島岩吉先生追悼集会実行委員会編『故和島岩吉先生をしのぶ』（1990年７月）

〈サ＞

西光萬吉画集刊行委員会編『西光萬吉の絵と心』（大阪人権歴史資料館、1990年９月）

「西光万吉集」編集委員会編『西光万吉集』（解放出版社、1990年10月）

坂本忠治『大正デモクラシー期の経済社会運動一岡山県地域を中心に』〈岡山大学経済

学研究叢書11〉（岡山大学経済学部、1990年３月）

〈シ＞

塩見鮮一郎『北条百歳花の小田原』第１巻（批評社、1990年４月）

静岡県編『静岡県史』資料編１９〈近現代四＞（1991年３月）

柴田一「備前の部落民衆の身分闘争」（『角)11日本地名大辞典』〈月報43＞角川書店、
1989年６月）

浄土真宗本願寺派同朋運動変遷史編纂委員会『同朋運動史資料別冊』（本願寺出版局、

1990年７月）

申仁弘・鄭雲模・鄭承博「むくげの花と別れて(1)脱出」（平林久枝ほか編『ＮＨＫ聞き
書き・庶民が生きた昭和[２]』日本放送出版協会、1990年４月）

〈ス＞

鈴木良『教科書のなかの部落問題改訂増補版』（部落問題研究所、1990年12月）

住吉部落歴史研究会編『住吉のくらしと仕事』（部落解放同盟住吉支部、1988年11月）

住吉部落歴史研究会編『私たちの町・住吉反差別・福祉と人権の町づくり』（部落解
放同盟住吉支部、1990年７月）

〈タ＞

田中彰『松陰と女囚と明治維新』〈ＮＨＫプックス619＞（日本放送出版協会、1991年
３月）

田宮武編『新聞記事からみた水平社運動』（関西大学出版部、1991年３月）

弾左衛門研究会編『弾左衛門研究会報告集』（1990年７月）

〈ツ＞

辻本正教『洞村の強制移転一天皇制と部落差別』（解放出版社、1990年11月）

〈テ＞

寺方部落史研究会編『寺方部落史研究』第１集一寺方の成り立ちと村立屠場の設立
（1991年２月）

寺木伸明『被差別部落起源論序説一近世政治起源説の再生』（明石書店、1990年８月）
寺木伸明・大同教編『部落史学習をどうすすめるか増補三訂版』（1990年４月）

〈卜＞

同和教育振興会『同朋運動40年のあゆみ』(浄土真宗本願寺派基幹運動本部､1990年12月）
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